
 

 

令和 2 年 11 月 

 

専門学校 理事長・学校長 殿 

株式会社三菱総合研究所 

 

 

 

 

 

 

 

学校アンケート調査ご協力のお願い 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

現在、弊社では、文部科学省総合教育政策局より委託を受けまして、「令和 2 年度『専修学校グローバル化

対応推進支援事業』」を行っております。 

専門学校に在籍する外国人留学生は近年急増しており、グローバル化に対応した人材育成を専門学校で適

切に進めていく必要があります。そのために、各学校における留学生の在籍管理が引き続き適切に行われるととも

に、専門学校全体として、留学生の円滑な受入れと就職のケアも含む、質・量ともに充実した教育体制を整えて

いくことが急務となっています。 

このような背景のもと、専門学校の魅力を国際的に発信するとともに、優秀な外国人留学生の受入促進や留

学環境の整備に係る施策検討の基礎材料とするため、専門学校における留学状況等に関する継続的な実態

把握を目的に、昨年、弊社が行った調査に引き続き、学校アンケート調査を実施いたします。加えて、本年は新

型コロナウイルスによる影響を把握し、今後の留学生政策のための参考とすることも重要な目的としております。 

なお、昨年度まで、本アンケート調査は紙面にて実施させていただいておりましたが、今年度は Web アンケー

ト形式となります。次ページに示しております回答手順に従い、Web にてアンケートにご回答いただきますよう、ご

協力いただければ幸いです。 

なお、本アンケート調査の結果はすべて統計的に処理され、当該事業のみに使用されます。ご回答者の許諾

を得ることなく、ご回答いただいた方が特定される形で公表されたり、特定の学校を評価するために用いられたりす

るこ とは一切ござい ません 。 また、本調査結果 は後日、株式会社三菱総合研究所 ホームペー ジ

（https://www.mri.co.jp/knowledge/pjt_related/senshuugakkou/index.html）又は一般財

団法人職業教育・キャリア教育財団殿が作成した専門学校留学生情報サイト（https://study-japan-

ptc.jp）に掲載する予定でございます。 

ご多用の折誠に恐縮ではございますが、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

敬具 
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〇アンケートご回答までの手順 

⚫ 本アンケートは、Web（アンケート回答サイト）でのご回答をお願いしております。

パソコンよりご回答いただけますと幸いです。

⚫ 以下の URL より、アクセス ID 及びパスワードを用いて、ログインしてください。

⚫ ログイン後、アンケート画面が表示されますので、ご回答ください。

U R L   ：https://research.surece.co.jp/2020global/ 

アクセス ID（Access ID）

パスワード（Password） 

：

： 

〇本件に関するお問い合わせ先 

  本アンケートについては以下に問い合わせください。 

※専門学校留学生受入情報カードについては、一般財団法人職業教育・キャリア教育財団殿又は株式会

社日本ドリコム殿にお問い合わせください。詳細は別紙「「令和２年度専門学校留学生受入情報カード」

の作成について」をご覧ください。 

【問い合わせ先】 

〇アンケート調査事務局（株式会社サーベイリサーチセンター内） 

担当：佐藤 

TEL：03-3802-6759 受付時間：平日 10:00–17:00（12:00～13:00 は除く） 

Mail：global-info@ml.mri.co.jp ※お問い合わせはメールを優先していただければ幸いです。 

【調査機関】 

〇株式会社三菱総合研究所 セーフティ＆インダストリー本部 イノベーション戦略グループ 

担当：北村、山野、藤川 

Mail：global-info@ml.mri.co.jp 

【調査研究委託元】 

〇文部科学省総合教育政策局 生涯学習推進課 専修学校教育振興室 

〇過年度の成果 

  学校調査アンケートに関する過年度の成果については以下の HP に公開しております。 

よろしければ以下の URL よりご覧ください。 

https://www.mri.co.jp/knowledge/pjt_related/senshuugakkou/index.html 

https://research.surece.co.jp/2020global/
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〇よくあるご質問 

Q1. 毎年このようなアンケートに回答していますが、この調査のねらいや特徴は何でしょうか？ 

国内の専修学校における、留学生受入れに関する実態の把握を目的としております。 

また、三年前に弊社にて実施した調査では留学生の募集・教育・就職支援等について幅広く設問を設け、昨

年度調査では留学生教育に焦点を当てました。本年度調査では、新型コロナウイルス感染症による影響及び

教育のアウトカム（成果等）に焦点を当て、より詳細にそれらの実態を把握することを新たな目的としています。 

 

Q2. 例年通り、紙に記載して回答できないのでしょうか。 

本年度のアンケートは、web アンケートとして実施いたしますので、紙でのご記入・回答はできませんのでご了

承ください。本紙記載の URL から、アンケート回答画面にアクセスしていただき、web 画面にて回答をお願いいた

します。添付しております「アンケート調査 調査項目一覧」は回答用紙ではございませんのでご注意ください

（ご回答者様が設問構成をご確認いただけるよう、参考として添付しております）。 

 

Q3. どの時点について回答すればよいのでしょうか。 

とくに指示のない設問については、令和 2 年１０月１日時点でご回答ください。 

 

Q4. 調査票は誰が回答すればよいのでしょうか。 

本調査票は、学校長殿宛に送付しておりますが、実際のご回答は、留学生の募集・教育・就職支援等ご担

当の教職員の方にご照会のうえ、ご回答いただきますようお願いいたします。 

 

Q5. 本校では留学生を受け入れていないのですが、回答する必要はありますでしょうか。 

留学生を受け入れておられない場合でも、ご回答にご協力いただきますようお願いいたします。留学生を受け

入れておられない学校様向けの設問もございますので、可能な範囲でご回答ください。 

 

Q6. 本アンケートはどのような目的に使用されるでしょうか。 

本アンケートは、文部科学省「専修学校グローバル化対応推進支援事業」のみに使用されます。データは統

計的に処理され、原則、個々の学校のデータが公開されることや、特定の学校を評価するために用いられることは

一切ございません。 

ただし、一般財団法人職業教育・キャリア教育財団殿が作成する「留学生受入れ名簿」への掲載を可とされ

た学校については、一部のデータを同名簿に掲載する予定です。詳しくは Web 回答画面にてご確認ください。 

     

Q7. いろいろな形式の設問がありますが、どのように回答すれば良いでしょうか。 

本調査では選択形式、数値記入形式と自由記述形式の３種類の設問があります。それぞれの形式の設問

について、以下のようにご回答いただければ幸いです。 

・選択形式の設問：該当項目の番号を選択してください 

・数値記入形式の設問：数値をご記入ください（単位のご記入は不要です） 

・自由記述形式の設問：ご意見等を自由にご記入ください 

     

  



 

 

 

Q8. 入力セルが多い回答欄が複数ありますが、それらのすべてのセルに記入しなくてならないでしょうか。 

貴校で該当するセルのみに入力いただければ結構です。複数の設問で関連する情報については（例えば、

「留学生受入れ学科」「留学生の出身国・地域」など）、最初に入力した情報が、その後の設問で引き継がれま

すので、実際に記入するセルは限定して表示されます。お手数をおかけいたしますが、貴校のデータをご確認のう

え、ご入力のほどよろしくお願いいたします。 

 

Q9. 本調査票での「学科系統」と学校基本調査での「学科区分」は一致していませんが、どの学科系統を

選べばよいでしょうか。 

一般財団法人職業教育・キャリア教育財団殿が実施した「平成 30 年度 専門学校における留学生受け入

れ等実態に関するアンケート調査」で設定した「学科系統」を基本的に踏襲し、調査を実施しています。貴校で

設置している学科の教育内容を考慮し、該当する学科系統をご判断ください。 

 

Q10. 当校では複数の学科で留学生を受け入れています。留学生への支援状況等が学科別に異なる場合、

どのように回答したらよいでしょうか。 

学科別に取組が異なる場合、例えば一つの学科でしか実施していない取組であったとしても、学校の取組とし

てご回答いただいて結構です。 

例題：「留学生の卒業時の日本語能力のレベルについて、把握状況をご回答ください。」 

→日本語系学科では日本語能力試験（JLPT）で把握しているが、介護系学科では全く把握していない場合 

回答例：「1.日本語能力試験（JLPT）により把握している」 

 

Q11. 当校は本年度で閉校する予定としています。それでも、回答する必要がありますか。 

お手数をおかけして申し訳ございませんが、ご回答をお願いいたします。 
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令和 2 年 11 月 

専門学校 理事長・学校長 殿 

株式会社三菱総合研究所 

 

 

 

 

今回のアンケートでは、以下の設問にご回答いただきます。なお、昨年度まで、本アンケート調査は紙

面にて実施させていただいておりましたが、今年度は Web アンケート形式となります。別紙「令和 2 年

度文部科学省委託調査 専門学校における留学生受入れ等実態に関するアンケート調査」に記載の

アンケート回答手順に従って、Web にてアンケートにご回答いただきますよう、ご協力お願いいたします。 

なお、「専門学校留学生受入情報カード」の作成については、本アンケート調査とは別に、一般財

団法人職業教育・キャリア教育財団殿及び株式会社日本ドリコム殿より実施されるものです。詳細は

別紙「「令和２年度専門学校留学生受入情報カード」の作成について」をご覧ください。 

〇アンケート設問一覧 

１．「留学生受入れ名簿」のホームページへの掲載可否について 

「留学生受入れ名簿」のホームページへの掲載可否をご回答ください。（選択式） 

２．貴校の基礎情報についてご回答ください。 

学校名、学校名（英文表記）、ホームページアドレス、電話番号、メールアドレス、ご回答者名、所

属部署 

３．貴校および留学生の在籍状況等について 

問 1. 学校全体の学生数についてご回答ください。（学生総定員、学生実員）（数値入力） 

問 2. 貴校では留学生を受け入れていますか。（受入れ学科を設置していますか）（選択式） 

問 3. 留学生を受入れる学科について、回答例をご参考のうえ、該当する学科系統に、学科数をご

記入ください。（数値入力）  

問 4. 留学生担当の教職員数についてご回答ください。（令和 2 年 5 月 1 日時点）（数値入

力）  

問 5. 留学生の在籍状況についてご回答ください。（選択式） 

問 6. （問 5 で「1. 留学生が在籍している」と回答された方に伺います）新型コロナウイルス感染症

による、留学生の在籍等に係る影響を、全てご回答ください。（選択式） 

問 6’. （問 2 で「2．受け入れていない（受入れ学科を設置していない）」あるいは問 5 で「2. 留

学生は在籍していない」と回答された方に伺います）今後の留学生の受入れに関する方針に

最も近いものを 1 つ選択してください。（選択式） 

問 7. （問 5 で「1. 留学生が在籍している」と回答された方に伺います）今後の留学生の受入れに

令和 2 年度 文部科学省委託調査 
専門学校における留学生受入れ等実態に関するアンケート調査 

調査項目一覧  
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関する方針に最も近いものを 1 つ選択してください。（選択式） 

問 7’. （問 2 で「2．受け入れていない（受入れ学科を設置していない）」あるいは問 5 で「2. 留

学生は在籍していない」と回答された方に伺います）留学生が在籍していない理由をご回答く

ださい。（選択式） 

問 8. （問 5 で「1. 留学生が在籍している」と回答された方に伺います）新型コロナウイルス感染症

に対応して、留学生募集のために実施していることを、全てご回答ください。（選択式） 

問 8’. （問 2 で「2．受け入れていない（受入れ学科を設置していない）」あるいは問 5 で「2. 留

学生は在籍していない」と回答された方に伺います）新型コロナウイルス感染症による、留学

生の受入れに関する方針への影響について最も近いものを 1 つ選択してください。（選択式） 

問 9-1. 学科系統別に全学年合計の留学生数（いずれも令和 2 年 5 月 1 日現在）をご記入く

ださい。（数値入力） 

問 9-2. 学科系統別に一年生のみの留学生数（いずれも令和 2 年 5 月 1 日現在）をご記入くだ

さい。（数値入力） 

問 10-1. 出身国・地域別に、入学経路について全学年合計の留学生数（いずれも令和 2 年 5

月 1 日現在）をご記入ください。（数値入力） 

問 10-2. 出身国・地域別に、入学経路について一年生のみの留学生数（いずれも令和 2 年 5 月

1 日現在）をご記入ください。（数値入力） 

問 10-3. 出身国・地域別に、母国での最終学歴について全学年合計の留学生数（いずれも令和

2 年 5 月 1 日現在）をご記入ください。（数値入力） 

問 10-4. 出身国・地域別に、母国での最終学歴について一年生のみの留学生数（いずれも令和

2 年 5 月 1 日現在）をご記入ください。（数値入力） 

問 11. 留学生の中途退学者数をご回答ください。（休学は含まず、全学年の合計値（例：2 年

制課程の場合は 2 学年分）を対象に記載ください。） （令和元年度、令和二年度）

（数値入力） 

４．留学生の募集、広報、選抜について 

問 12. 留学生の募集に関する計画や方針の有無をお答えください。（選択式） 

問 13. 具体的な募集方法を教えてください。（選択式） 

問 14. 留学生の入学選抜にあたって確認していることをお答えください。 

問 15. 留学生の日本語能力に関する選抜基準をお答えください。（選択式） 

問 16. 留学生の募集、広報、選抜上の課題等があれば、ご記入ください。（自由記述） 

５．留学生の学習状況等について 

問 17. 以下の項目について、留学生は日本人学生に比べ、どのような状況だと思いますか。全般的

な傾向としてご回答ください。（それぞれ〇は一つ） 

問 18. 留学生全体で日本語能力のレベルは授業を進める上で足りていると思いますか。（選択

式） 

問 19. 留学生の卒業時の日本語能力のレベルについて、把握状況をご回答ください。（選択式） 
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問 20. 問 19 で「1．把握している」と回答された方に伺います）日本語能力試験（JLPT）の資

格別に、卒業した留学生数（令和元年 3 月卒業）をご回答ください。（N1 の資格保有者

数、N2 の資格保有者数、N3～N5 の資格保有者数を数値で回答） 

６．留学生の学習に対する支援状況について 

問 21. 新型コロナウイルス感染症の対応として、新たに追加した（又は強化した）、留学生への学

習支援について、全てご回答ください。（選択式） 

問 22. 新型コロナウイルス感染症による影響下において、留学生教育で課題になったことのうち、該

当するものを全て回答してください。（選択式） 

問 23. 貴校において、留学生の学習支援の取組をご回答ください。（選択式） 

問 24. （問 23 で「1. 日本語学習の支援」を選択された方に伺います）留学生に対する、日本語

能力向上の取組をご回答ください。（選択式） 

７．留学生の企業内実習について 

問 25. 直近 2 年間における留学生の企業内実習への参加実績についてあてはまるものをご回答く

ださい。（選択式） 

８．留学生の生活に対する支援状況について 

問 26. 貴校において、留学生の生活支援の取組をご回答ください。（選択式） 

問 27. 留学生のアルバイトの指導及び実態把握について行っていることをお答えください。（選択

式） 

問 28. アルバイトの観点で、新型コロナウイルス感染症による留学生への影響を全てご回答ください。

（選択式） 

問 29. 新型コロナウイルス感染症により、アルバイトについて影響を受けた留学生のおおよその人数

数をご回答ください。（人数は、「十人単位」で回答いただいて構いません） （数値入力） 

問 30. 新型コロナウイルス感染症の対応として、新たに追加した（又は強化した）、留学生への生

活支援について、全てご回答ください。（選択式） 

９．留学生の就職状況等について 

問 31-1. 令和元年度中（平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）に卒業した進路別留

学生人数を、学科系統別にご記入ください。（数値入力） 

問 31-2. 令和元年度中（平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）に卒業した進路別留

学生人数を、中国、台湾、韓国の 3 カ国出身の留学生の合計をご記入ください。（数値入

力） 

問 32-1. 令和元年度中（平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）に卒業した留学生の

就職先職種別人数を、全留学生の合計、及び中国・台湾・韓国出身の留学生の合計につ

いてそれぞれご記入ください。（数値入力） 

問 32-2．令和元年度中（平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日）に卒業した留学生の

海外での就職者人数を、全留学生の合計、及び中国・台湾・韓国出身の留学生の合計につ

いてそれぞれご記入ください。（数値入力） 
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問 33. 留学生の就職に向けて、どのような対策を実施されていますか。（選択式） 

問 34. 令和元年度（令和 2 年 3 月）に卒業した留学生のうち、企業等から内定を受けたにもか

かわらず、在留資格の問題で就労ビザが下りなかったケースの有無をご回答ください。（選択

式） 

問 35. （問 34 で「1．就労ビザが下りなかったケースがあった」を選択された方に伺います）令和元

年度（令和 2 年 3 月）に卒業した留学生で企業等から内定を受けたにもかかわらず、在留

資格の問題で就労ビザが下りなかった件数をご回答ください。（数値入力） 

１０．留学生の就職支援について 

問 36. 令和元年度（令和 2 年 3 月）に卒業した留学生のうち、企業等から内定を受けたにもか

かわらず、新型コロナウイルス感染症の影響により内定が取り消しされたケースの有無をご回答

ください。（選択式） 

問 37. （問 36.で「1. 内定取り消しがあった」と回答された方に伺います）令和元年度（令和 2

年 3 月）に卒業した留学生のうち、企業等から内定を受けたにもかかわらず、新型コロナウイ

ルス感染症の影響による内定取り消しがあった件数をご回答ください。（数値入力） 

問 38.（問 37.で「1. 内定取り消しがあった」と回答された方に伺います）内定取り消しがあった生

徒に対して、貴校では何らかの支援を行いましたか。また、その結果として、留学生は実際に就

職することができましたか（就労ビザがおりる形の就職に限定）。 

１１．教育の成果について 

問 39. 留学生の卒業後の活躍（大学等への進学後の活躍、海外での活躍含む）を支援するため

に、有効な教育や学習支援等は、どのようなものだと思いますか。該当するものを全て回答して

ください。（選択式） 

問 40. （問 39．で回答したものについて）その教育を、貴校ではどの程度十分に提供しています

か。（選択式） 

問 41. （問 40．で「3.あまり提供できていない」「4.提供できていない」と回答した項目について）そ

れはなぜですか。（選択式） 

問 42. 留学生の卒業後の活躍をどのように把握していますか。（選択式） 

問 43. 貴校では、卒業後留学生にどのような活躍をしてもらいたいと考えていますか。（自由記述） 

１２．留学生の募集／教育／就職支援等の全体について 

問 44.新型コロナウイルス感染症により来年度以降に生じると想定される貴校への影響のうち、最も

貴校が深刻だと考えるものを上位 2 つまで選択してください。（選択式） 

問 45. 新型コロナウイルス感染症による、留学生の受入れに関する方針を勘案いただき、今後数年

間で、留学生の入学者数の増減をどのように見込んでいるかを、ご回答ください。（選択式） 

１３．全般 

問 46. 今後貴校として具体的に取り組みたい活動をご回答ください。（選択式） 

問 47. 留学生の募集／教育／就職支援等に対して、その他にご意見があればご記入ください。

（自由記述） 


